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区では千住、西新井消防署の協力で9 日朝午前9 時から千住新橋下荒川放水路で両消防団員を動
員して大がかりな水防訓練が行なわれました。幸いここ数年来大した災害はありませんが水防技
術の向上と又水防の重要性を認識させるうえに大きな効果をあげました。

資
金
に
お
困
り
の
人
に

生
業
資
金
の
貸
付

区
で
は
一
般
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
の
が
困
難
な
人
に
独
立

し
た
生
計
を
た
て
る
た
め
に
必
要

な
資
金
と
し
て
総
額
二
百
一
万
円

を
一
世
帯
三
万
円
の
範
囲
内
で
貸

付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人
…
…
…

生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
か
又

は
う
け
る
う
れ
い
が
あ
る
者
で

こ
の
資
金
を
借
り
る
こ
と
に
よ

つ
て
生
活
保
護
を
受
け
な
く
て

も
す
む
状
態
に
あ
る
者
で

(
1
)
区
内
に
一
年
以
上
居
住
し
て

い
る
者

(
2
)
お
も
に
こ
の
貸
付
金
に
よ
る

職
業
で
生
活
を
た
て
る
こ
と

(
3
)
事
業
計
画
が
具
体
的
、
実
際

的
で
直
ぐ
事
業
が
始
め
ら
れ

る
こ
と

(
4
)
特
別
区
民
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と

(
5
)
確
実
な
保
証
人
が
二
人
あ
る

こ
と

(
6
)
既
に
生
業
資
金
を
借
り
た
人

は
元
利
金
を
返
済
し
て
い
る

こ
と

以
上
の
条
件
を
備
え
た
人
で
資

金
を
借
り
受
け
た
い
人
に
は
一

世
帯
三
万
円
ま
で
を
三
年
以
内

日
歩
二
銭
五
厘
の
条
件
で
貸
付

け
ま
す
。

申
込
受
付
…
…
…

八
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま

で
区
役
所
民
生
課
、
梅
島
支
所

庶
務
課
で
申
請
書
の
交
付
、
受

付
、
又
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

心
暖
ま
る

水
害
見
舞
品
!

先
日
の
西
九
州
の
豪
雨
に
よ
る
被

災
者
に
慰
問
品
や
お
金
が
続
々
と

足
立
区
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
金
品
は
日
本
赤
十
字
社

東
京
都
支
部
の
手
を
通
じ
て
被
災

者
に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い

ま
す
。

八
月
二
十
三
日
現
在
区
に
届
け
ら

れ
た
金
品
と
氏
名
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
(

敬
称
略
)

立
石
金
三
(
一
包
)
松
本
弘
三
郎
(

一
包
)
蓼
原
淑
子
(
一
包
)
柴

田
と
く
子
(
一
包
)
森
と
よ
子
(

一
包
)
並
木
留
吉
(
一
包
)
中
村
(

一
包
)
倉
持
(
一
包
)
滝
口
勝
通
(

三
包
)
田
中
春
雄
(
二
包
)
水

野
(
一
包
)
中
島
和
治
、
白
土
定

衛
(
一
包
)
神
野
庚
子
郎
(
一
包
)

五
反
野
西
自
治
会
婦
人
部
(
二
包
)

千
住
四
丁
目
自
治
会
(
四
一
包
)

西
加
平
わ
か
ば
子
供
会
(
七
点
)

八
千
代
町
母
の
会
(
三
包
)
千

住
一
丁
目
町
会
(
一
四
包
)
千
住

二
丁
目
町
会
(
二
五
包
)
千
住
五

丁
目
町
会
(
七
包
)
梅
田
通
町
会
(

二
包
)
宮
元
町
々
会
(
二
七
包
)

橋
戸
町
婦
人
会
(
三
二
包
)
自

治
親
和
会
(
五
十
包
)
大
室
亀
吉

(
二
頁
下
段
に
つ
づ
く
)
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引揚者のみなさんへ 引
揚
者
給
付
金
の
受
付

八
月
か
ら
区
役
所
で

第
二
十
六
国
会
で
成
立
し
た
引
揚

者
給
付
金
等
支
給
法
に
よ
つ
て
八

月
一
日
か
ら
区
役
所
民
生
課
、
梅

島
支
所
庶
務
課
で
請
求
書
の
受
付

や
請
求
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
引
揚
者
が
終
戦
に
よ

つ
て
外
地
に
お
け
る
生

活
の
基
盤
を
失
い
、
日

本
に
引
揚
げ
を
余
儀
な

く
さ
せ
ら
れ
、
国
内
で

の
生
活
の
再
建
に
い
ろ
い
ろ

な
困
難
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

揚
者
に
対
し
て
そ
の
処

遇
の
方
法
と
し
て
制
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
七
月
の
引
揚
者
実

態
調
査
で
判
明
し
た
だ

け
で
も
区
内
に
は
一
、

〇
六
〇
世
帯
、
三
、
四

九
六
名
の
引
揚
者
が
い
ま
す
の
で

窓
口
も
相
当
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
か
ら
次
の
こ
と
を
よ
く
知
つ

て
請
求
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

用
紙
は
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

一
、
給
付
金
請
求
に
必
要
な
書
類

(
1
)
引
揚
者
給
付
金
請
求
書

(
2
)
引
揚
者
給
付
金
請
求
者
が
引

揚
者
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と

の
で
き
る
書
類

(
3
)
請
求
者
の
昭
和
三
十
二
年
四

月
一
日
に
お
け
る
戸
籍
ま
た

は
住
民
票
の
謄
本
ま
た
は
抄

本
(
4
)
請
求
者
お
よ
び
配
偶
者
の
そ

れ
ぞ
れ
昭
和
三
十
一
年
度
分

の
所
得
税
額
証
明
書

(
こ
の
場
合
所
得
税
額
が
配

偶
者
の
合
計
額
八
八
、
二
〇

〇
円
こ
え
る
者
に
は
給
付
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
)

(
5
)
請
求
者
の
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
に
お
け
る
本
籍
地
を

明
ら
か
に
す
る
当
該
本
籍
地

の
市
町
村
長
の
証
明
書

(
6
)
請
求
者
が
平
和
条
約
第
十
一

条
の
裁
判
に
よ
り
拘
禁
さ
れ

た
者
や
残
留
を
余
儀
な
く
さ

せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
そ
の
事
実
を
認
め

る
こ
と
の
で
き
る
書
類

二
、
引
揚
者
給
付
金
な
ら
び
に
遺

族
給
付
金
は
記
名
国
債
で
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
額
は
左
上

の
表
の
と
お
り
で
す
。

三
、
そ
の
他

区
役
所
で
は
請
求
書
の
受
付
、

点
検
、
審
査
　
進
達
お
よ
び
請

求
に
つ
い
て
の
相
談
、
国
債
の

代
理
受
領
お
よ
び
受
給
者
へ
の

交
付
事
務
を
扱
い
ま
す
。

給
付
金
は
記
名
国
債
で
交
付
さ

れ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で

す
が
こ
れ
は
一
〇
年
債
還
年
利

六
分
で
す
。

給
付
金
を
受
け
る
権
利
を
認
定

す
る
も
の
は
当
該
本
籍
地
の
道

府
県
知
事
が
行
な
い
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
、
不
明
の
点

は
区
役
所
民
生
課
に
お
問
合
わ
せ

下
さ
い
。

自
衛
官
募
集
中

六
月
十
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で

次
の
よ
う
に
第
二
次
募
集
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

(資
格
)

満
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満

の
者
で
中
学
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
者

(
試
験
)

十
月
八
日
か
ら
十
月
二
十
六
日

の
う
ち
一
日
間

足
立
区
内
の
応
募
者
は
足
立
区

産
業
振
興
館
で
試
験
実
施
の
予

定
受
付
は
足
立
区
役
所
総
務
課
で
行

な
つ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
総
務
課
(
8
8
)
四
四
〇

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

暑さにうだる8 月3, 4 日の夜足立区観光協会の催した
足立区民納涼大会に涼を求める区民で新橋グランドを
埋め、午後10時まで踊り、のど自慢に暑さを忘れた真
夏の夜のひとときでした。

(
一
頁
下
段
か
ら
つ
づ
く
)

(
一
包
)
婦
人
学
級
い
づ
み
学
級

(
二
包
)
元
町
々
会
(
一
〇
七
点
)

長
門
北
部
自
治
会
(
三
十
一
点
)

黒
瀬
和
子
(
三
点
)
本
木
三
丁

目
東
町
会
(
四
包
)
本
木
三
丁
目

南
町
会
(
五
包
)
千
住
東
町
堤
自

治
会
(
三
十
五
包
)
梅
田
東
町
自

治
会
(
二
十
包
)
千
住
三
丁
目
町

会
(
二
十
四
包
)
山
本
元
一
(
六

包
)
泉
沢
磁
(
一
包
)

足
立
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
本

木
地
区
(
一
、
五
〇
〇
円
)
柳
町

婦
人
会
(
一
五
、
〇
八
五
円
)
千

住
三
丁
目
自
治
会
(
二
七

、三
〇

〇
円
)
千
住
一
丁
目
自
治
会
(
一

六
、
一
三
〇
円
)
大
川
町
南
婦
人

会
(
一
、
一
六
五
円
)
大
川
町
東

婦
人
会
(
八
、
七
四
〇
円
)
五
反

野
西
自
治
会
婦
人
部
(
一
〇
、
〇

〇
〇
円
)
伊
藤
谷
西
町
婦
人
部
(

一
、
〇
〇
〇
円
)
大
川
町
西
婦
人

部
(
五
、
六
〇
二
円
)
寿
町
北
婦

人
の
会
(
五
、
一
五
〇
円
)
寿
町

南
婦
人
会
(
一
〇
、
九
一
〇
円
)

千
住
四
丁
目
自
治
会
(
一
七
、
一

六
〇
円
)
西
加
平
町
わ
か
ば
子
供

会
(
一
、
二
三
六
円
)
八
千
代
町

母
の
会
(
一
七
、
二
三
〇
円
)
千

住
二
丁
目
町
会
(
三
七
、
六
六
五

円
)
千
住
五
丁
目
町
会
(
二
一
、

七
〇
〇
円
)
梅
田
通
町
会
(
六
二

〇
円
)
千
住
東
町
堤
自
治
会
(
三

七
六
円
)
橋
戸
町
婦
人
会
(
一
、

〇
〇
〇
円
)
千
住
宮
元
町
会
(
二

〇
〇
円
)
石
鍋
保
蔵
(
一
包
)
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地
方
自
治
と
特
別
区

私
達
は
生
れ
る
と
す
ぐ
に
区
役
所

や
町
役
場
へ
出
生
届
が
出
さ
れ
ま

す
。

そ
し
て
こ
れ
が
今
後
の
長
い
社
会

生
活
の
出
発
点
と
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
権
利
を
生
み
出
す
も
と
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
私
達
が
地
方
自
治

と
の
関
係
が
始
ま
る
第
一
歩
で
地

方
自
治
と
誕
生
と
は
切
つ
て
も
切

れ
な
い
関
係
を
も
つ
て
き
ま
す
。

毎
日
の
生
活
で
戸
籍
・
配
給
・
学

校
・
警
察
・
消
防
・
住
宅
・
道
路

交
通
・
水
道
等
の
自
治
政
を
通
じ

て
私
達
の
日
常
生
活
は
地
方
自
治

の
生
活
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

地
方
自
治
は
何
故
そ
ん
な
に
大
切

な
も
の
で
し
よ
う
か
。

「
地
方
自
治
は
民
主
々
義
の
学
校

で
あ
り
そ
の
成
功
の
最
良
の
保
証

人
で
あ
る
」
と
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ

イ
ス
と
い
う
人
は
い
つ
て
い
ま

す
。

即
ち
民
主
々
義
の
進
展
は
先
ず
地

方
自
治
の
確
立
か
ら
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
地
方
自
治
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
は
す
べ
て
身
近
な

行
政
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

学
校
を
建
て
る
の
に
ど
こ
に
建
て

た
ら
良
い
か
、
街
灯
は
ど
こ
に
つ

け
よ
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
一
番
よ
く

知
つ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
達

が
協
力
し
て
こ
れ
を
や
つ
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
地
方
自
治
で
す
。

又
「
所
変
れ
ば
品
変
る
」
と
い
う

よ
う
に
そ
の
地
方
地
方
で
社
会
経

済
等
い
ろ
い
ろ
事
情
が
変
つ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
等
の
事
情
に

応
じ
た
こ
と
を
や
る
に
は
そ
こ
に

住
む
人
達
が
最
も
適
し
て
い
ま
す

こ
う
し
て
地
方
自
治
体
を
つ
く
り

地
方
自
治
を
や
つ
て
い
く
こ
と
は

そ
れ
が
必
要
だ
と
い
う
よ
り
、
そ

う
で
あ
る
べ
き
が
当
然
と
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。

以
上
地
方
自
治
に
つ
い
て
簡
単
に

お
話
し
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
地

方
自
治
法
の
施
行
に
よ
つ
て
特
別

区
と
し
て
の
足
立
区
が
誕
生
し
て

か
ら
ち
よ
う
ど
十
年
に
な
り
ま
す

区
で
も
こ
れ
を
記
念
す
る
催
し
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は

い
ま
の
特
別
区
は
ど
ん
な
地
方
自

治
団
体
か
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に

ふ
れ
て
み
ま
す
と
。

特
別
区
と
は
東
京
都
の
二
十
三
区

だ
け
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

区
は
自
治
団
体
と
し
て
法
人
格
を

も
ち
執
行
機
関
と
し
て
の
区
長
、

意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
区
議
会

を
も
つ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ち

よ
う
ど
市
と
同
じ
よ
う
な
性
格
を

も
つ
て
い
る
と
い
え
る
で
す
が
、

二
十
三
区
は
生
成
発
展
の
沿
革
か

ら
も
、
社
会
的
、
経
済
的
に
一
体

不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
二
十
三

区
が
一
つ
の
大
都
市
と
し
て
の
性

格
を
も
つ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
特

別
区
は
日
本
の
政
治
、
経
済
、
文

化
の
中
心
と
し
て
巨
大
人
口
を
擁

し
一
般
の
市
と
肩
を
並
べ
得
る
も

の
で
す
が
、
市
と
違
つ
て
区
相
互

が
密
接
な
関
係
を
も
ち
つ
つ
発
展

し
た
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
区
独
自
の
歴
史
と
伝
統
を

も
と
に
特
殊
性
を
発
揮
し
て
い
ろ
い
ろ

な
政
策
を
行
な
い
部
分
社
会

と
し
て
の
発
展
を
期
し
て
い
ま
す

し
か
し
区
は
そ
れ
ぞ
れ
孤
立
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
都
市
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
住
民

の
受
け
る
福
祉
や
負
担
は
公
平
で

均
質
な
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
以
上
の
こ
と
か
ら
特
別
区

に
は
い
ろ
い
ろ
な
特
質
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
区
長
を
選
ぶ
方
法
と

か
特
別
区
の
仕
事
の
内
容
、
財
政

の
問
題
な
ど
で
す
が
、
こ
の
こ
と

は
又
次
の
機
会
に
ゆ
つ
く
り
お
話

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

戸籍手数料の一部かわる
希望すれば上質紙でも

戸
籍
、
除
籍
の

謄
抄
本
や
婚
姻

離
婚
の
受
理
証

明
書
な
ど
の
手

数
料
の
一
部
が

八
月
一
日
か
ら

四
十
円
(
今
ま

で
は
三
十
円
)

に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

改
正
に
な
つ
た

も
の
は
、
戸
籍

謄
抄
本
、
戸
籍

記
載
事
項
証
明

・
婚
姻
、
離
婚

届
出
受
理
証

明
、
戸
籍
除
籍

等
の
書
類
閲
覧

等
で
、
区
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
印
鑑
証
明
、
住
民
票
は
従
前

ど
お
り
三
十
円
で
す
。

こ
の
ほ
か
今
迄
の
婚
姻
、
離
婚
受

理
証
明
書
な
ど
の
用
紙
は
い
か
に

も
貧
弱
で
交
付
を
う
け
た
人
が
こ

の
証
明
書
を
提
出
す
る
先
で
困
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

特
に
希
望
す
る
人
に
だ
け
上
質
紙

を
使
用
し
て
四
百
円
で
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
上
質
紙
で
交
付
さ
れ
る
も
の

は
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養

子
離
婚
、
認
知
の
届
出
受
理
証
明

書
等
に
か
ぎ
り
ま
す
。

た
だ
し
特
に
請
求
し
な
い
と
き
は

現
在
ど
お
り
用
紙
で
交
付
さ
れ
ま

す
。

北
三
谷
町
の
一
部
葛
飾
区
に

町
名
も
変
更

足
立
区
北
三
谷
町
一
部
一
〇
〇
番

地
先
一
、
七
三
四
坪
と
三
五
〇
番

地
先
二
、
四
〇
四
坪
の
区
域
は
区

画
整
理
の
結
果
地
理
的
に
も
そ
の

他
の
事
情
か
ら
も
足
立
区
よ
り
葛

飾
区
に
編
入
し
た
方
が
良
い
と
考

え
ら
れ
た
の
で
去
る
三
月
の
区
議

会
で
境
界
変
更
の
議
決
を
経
て
七

月
の
都
議
会
で
最
終
的
に
き
ま
り

ま
し
た
。
又
時
を
同
じ
に
し
て
北

三
谷
町
の
町
名
が
一
部
変
り
ま

す
。

そ
れ
は
北
三
谷
銀
座
以
南
の
地
域

を
区
画
整
理
に
従
つ
て
一
、
二
丁

目
に
分
け
る
も
の
で
六
月
の
区
議

会
で
都
に
答
申
し
七
月
の
都
議
会

で
決
ま
り
ま
し
た
。

従
つ
て
い
ま
ま
で
の
北
三
谷
町
は

北
三
谷
町
一
丁
目
、
同
町
二
丁
日

北
三
谷
町
の
三
つ
の
町
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

又
北
三
谷
町
と
し
て
残
つ
た
北
三

谷
銀
座
以
西
の
地
域
も
区
画
整
理

終
了
後
一
、
二
丁
目
に
分
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。

な
お
こ
れ
ら
の
実
施
は
国
の
告
示

に
ま
つ
わ
け
で
す
が
、
大
体
九
月

中
旬
の
予
定
で
す
。

あだちの

今昔

六月炎天寺の起り

千
住
源
長
寺
裏
手
か
ら
元
宿
、
梅

田
、
島
根
、
栗
原
、
六
月
、
竹
之

塚
へ
通
う
細
道
は
平
安
時
代
の
唯

一
の
奥
羽
街
道
で
あ
つ
た
と
い
わ

れ
る
。
後
冷
泉
天
皇
の
御
代
、
奥

羽
の
尊
長
、
安
部
頼
時
が
乱
を
起

し
た
の
で
鎮
守
府
将
軍
頼
義
と
副

将
軍
義
家
父
子
が
そ
の
討
伐
に
向

い
こ
の
道
に
到
着
し
た
時
、
安
部

氏
と
呼
応
し
た
附
近
の
豪
族
の
急

襲
に
会
つ
て
、
進
退
き
わ
ま
り
、

神
仏
の
加
護
を
求
め
る
よ
り
ほ
か

に
道
な
し
と
、
兵
を
集
め
て
西
の

方
石
清
水
八
幡
宮
に
向
い
勝
利
を

祈
願
し
再
び
前
進
し
た
と
こ
ろ
、

賊
は
北
東
に
圧
さ
れ
陽
は
賊
の
面

を
射
て
屍
の
山
を
築
き
義
家
は
大

勝
し
た
の
で
奥
洲
征
伐
の
後
再
び

こ
の
地
に
立
ち
寄
つ
て
八
幡
の
小

社
を
建
て
、
傍
に
一
寺
を
建
立
し

戦
死
者
の
供
養
を
し
た
。

戦
が
旧
暦
六
月
の
炎
天
の
日
で
あ

つ
た
の
で
こ
の
寺
を
炎
天
寺
と
名

付
け
、
村
を
六
月
村
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
つ
た
と
い
う
。

「
六
月
村
の
炎
天
寺
、
住
職
は
十

用
坊
、
お
か
み
さ
ん
は
お
夏
さ
ん

」
と
い
う
お
も
し
ろ
い
文
句
は
こ

れ
に
よ
つ
て
お
き
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
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風
水
害
に
そ
な
え
て

災
害
に
つ
い
て
の
心
得

毎
年
六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、

台
風
や
そ
の
ほ
か
暴
風
雨
に
よ
る

被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。

東
京
地
方
で
の
最
近
の
大
き
な
被

害
は
昭
和
二
十
二
年
九
月
の
キ
ヤ

ス
リ
ン
台
風
で
利
根
川
堤
防
が
決

壊
し
て
葛
飾
、
江
戸
川
の
全
域
と

足
立
区
の
一
部
に
被
害
を
う
け
、

昭
和
二
十
四
年
九
月
に
は
キ
テ
イ

台
風
で
東
京
湾
に
異
常
高
潮
が
お

し
よ
せ
沿
岸
の
家
屋
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
昨
年
ま
で
は
大
き
な
被
害

は
な
い
の
で
こ
の
よ
う
な
被
害
も

直
接
罹
災
し
た
方
以
外
忘
れ
勝
ち

に
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
…
…

足
立
区
で
は
こ
と
し
の
風
水
害
発

生
の
場
合
に
そ
な
え
て
災
害
救
助

隊
を
組
織
し
て
被
害
を
最
少
限
に

留
め
る
態
勢
を
整
え
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
も
都
民
で
あ
り

区
民
で
あ
る
み
な
さ
ん
が
災
害
防

止
に
真
劒
に
な
つ
て
い
た
だ
か
な

い
限
り
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
つ
て
来

る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
は
こ
こ
数
年
比
較
的
平
穏
な

年
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
忘
れ
た

頃
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
強
風
や

大
水
に
よ
る
被
害
の
発
生
や
防
止

に
つ
い
て
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か

述
べ
て
み
ま
し
よ
う
。

○
風
水
害
の
型

東
京
地
方
で
過
去
に
発
生
し
た
被

害
の
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
大
き

く
わ
け
て
三
つ
の
型
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

雨

台

風

台
風
は
一
般
的
に
進
行
方
向
の
右

側
で
は
雨
よ
り
風
が
強
く
吹
き
左

側
で
は
雨
の
方
が
強
く
降
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
台

風
が
東
京
地
方
の
左
右
い
ず
れ
を

通
る
か
で
、
雨
に
よ
る
水
被
害
に

な
る
か
風
に
よ
る
被
害
に
な
る
か

お
お
よ
そ
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

つ
ま
り
台
風
が
房
総
附
近
を
北
東

に
進
む
よ
う
な
場
合
は
雨
の
最
も

強
く
降
る
地
域
が
秩
父
山
地
や
関

東
山
地
附
近
に
な
る
の
で
こ
の
山

岳
地
帯
は
も
ち
ろ
ん
平
野
部
に
も

相
当
多
量
な
雨
が
降
り
大
小
の
川

が
は
ん
ら
ん
し
て
、
関
東
平
野
の

各
地
で
堤
防
が
切
れ
た
り
、
浸
水

家
屋
が
出
る
大
規
模
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。

台
風
が
関
東
に
接
近
し
て
く
る
と

新
聞
、
ラ
ジ
オ
ニ
ユ
ー
ス
で
ほ
ぼ

進
路
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
雨
台
風
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

は
低
地
で
は
浸
水
に
そ
な
え
る
と

と
も
に
通
過
後
の
河
川
の
警
戒
が

必
要
で
す
。

風

台

風

台
風
の
進
む
方
向
の
右
側
に
あ
た

る
地
域
は
雨
よ
り
風
の
方
が
強
く

な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
先
に
述

べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
東
京
地
方

に
あ
て
は
め
て
み
る
と
台
風
が
東

京
の
西
北
部
又
は
埼
玉
県
や
群
馬

県
附
近
を
東
北
に
進
ん
だ
場
合
、

東
京
都
附
近
は
最
も
風
の
強
い
区

域
が
通
過
し
雨
よ
り
も
風
に
よ
る

被
害
が
多
く
発
生
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

又
こ
の
よ
う
な
台
風
が
通
過
す
る

時
が
丁
度
満
潮
に
な
つ
て
い
る
と

異
常
高
潮
に
よ
る
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

雨 台 風 の 場 合風 台 風 の 場 合

地
降
り
浸
水

台
風
、
暴
風
雨
な
ど

に
よ
る
大
雨
の
ほ
か

一
時
的
な
豪
雨
で
も

低
地
帯
で
は
し
ば
し

ば
浸
水
被
害
を
う
け

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
足
立
区
も
一
部

が
こ
の
低
地
帯
に
あ

た
つ
て
い
て
一
九
ケ

所
の
排
水
場
で
排
水

を
し
て
い
ま
す
が
ポ

ン
プ
の
排
水
能
力
を

越
え
る
雨
量
が
あ
る

と
当
然
滞
水
を
生
じ

て
浸
水
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
が
こ
の
よ

う
な
浸
水
は
家
が
流

さ
れ
る
よ
う
な
被
害

は
な
く
雨
が
あ
が
る
と
間
も
な
く

減
水
す
る
の
が
普
通
で
す
。

○
災
害
を
防
ぐ
に
は
家
庭
で

注
意
す
べ
き
点

1.気
象
情
報
に
関
心
を
も
つ
こ
と

2.災
害
防
止
の
対
策
は
次
の
よ
う

に
(
水
害
の
対
策
)

(
1
)
家
の
ま
わ
り
、
下
水
、
道
路

わ
き
の
み
ぞ
は
排
水
よ
く
し
て
お
く

(
2
)
小
川
の
ご
み
類
は
近
所
の
人

達
で
協
力
し
て
取
除
い
て
お
く
、

小
川
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
が
最

も
い
け
な
い

(
3
)
敷
地
が
低
い
家
で
は
、
雨
水

の
流
れ
込
み
を
防
止
す
る
た
め
土

俵
を
準
備
し
て
お
く

(
4
)
屋
根
や
雨
ど
い
の
補
修
を
し

て
雨
も
り
な
ど
を
な
く
す

こ
の
ほ
か
低
地
帯
で
す
ぐ
浸
水
し

や
す
い
地
域
は
次
の
こ
と
も
し
て

お
く

(
1
)
浸
水
で
ぬ
れ
て
困
る
も
の
や

流
れ
出
す
も
の
は
高
い
所
に

(
2
)
床
上
浸
水
で
避
難
す
る
場
合

を
考
え
て
必
要
な
身
回
り
品
は
ま

と
め
て
お
く

(
3
)
浸
水
地
帯
で
は
消
化
器
系
統

の
病
気
が
ま
ん
え
ん
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
家
庭
用
保
健
医
薬
品
も

準
備
し
て
お
く

(
4
)
浸
水
後
建
物
を
早
く
乾
燥
さ

せ
る
た
め
、
床
下
、
物
置
等
に
は

ご
み
類
の
浸
水
を
防
ぐ
板
を
は
つ

て
お
く

(風
害
の
対
策
)

(
1
)
屋
根
の
い
た
ん
で
い
る
と
こ

ろ
は
補
修
し
て
お
く

(
2
)
看
板
、
広
告
類
は
取
付
け
を

厳
重
に
し
飛
散
防
止
の
補
強
を
し

て
お
く

(
3
)
古
い
家
屋
や
板
べ
い
等
は
、

倒
壊
防
止
の
補
強
し
て
お
く

(
4
)
雨
戸
、
ガ
ラ
ス
戸
が
風
で
は

ず
さ
れ
な
い
よ
う
補
強
す
る
か
さ

さ
え
に
必
要
な
板
や
材
木
を
準
備

し
て
お
く

(
5
)
立
木
や
竹
等
が
電
線
に
触
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
停
電
を

防
ぐ
た
め
枝
を
取
除
い
て
お
く

(
6
)
停
電
の
場
合
を
考
慮
し
、
ロ
ー

ソ
ク
、
懐
中
電
灯
を
用
意
し
て

お
く

災
害
が
発
生
し
た
ら
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
下
さ
い

○
建
物
の
被
害
防
止
に
つ
と
め

る
○
危
険
地
域
に
は
立
ち
入
ら
な
い

○
不
急
不
用
の
外
出
を
避
け
る

○
感
電
事
故
を
防
止
す
る

○
火
気
の
取
扱
い
に
注
意
す
る

○
衛
生
に
注
意
す
る

む
す
び

台
風
や
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
は
天

災
で
す
が
、
こ
の
天
災
も
い
ま
述

べ
た
こ
と
を
実
行
し
て
い
た
だ
け

ば
あ
る
程
度
人
為
的
に
軽
減
で
き

る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。


